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記念祝賀会が宇都宮賞受寶
盛大に開催される

前中標津町農協組合長。児玉光彦

氏が北海道酪農発展への功績を認め

れ、宇都宮賞を受賞されました。

受賞を記念して、祝賀会が３月２９

、寿宴にて町長、組合員、元農協

員、職員など関係者約200人が出席

ら

，篠罰則

日
役

し盛大に開催されまし たＰ

|liii;ii 
A蛾

い繊州辨蠅！．》囎臘辨蝿““鶴

鰐

＝ば
鴬L、

一忠再、

と

努
め
ま
し
た
。

事
と
な
り
、

健
全
な
運
営
と
組
合
員
の
経
営
安
定
に

り
卓
越
し
た
指
導
力
に
よ
り
、
組

長
と
し
て
二
十
七
年
間
の
長
期
に
わ
た

七
歳
で
地
域
よ
り
推
さ
れ
て
農
協
の
理

な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

力
す
る
な
ど
地
域
農
業
の
振
興
に
多
大

と
酪
農
経
営
の
近
代
化
に
努
め
る
と
共

の
経
済
的

に
乳
牛
資
質
の
向
上
を
図
り
、
組

特
に

、

児
玉
氏
は
、
昭
和
四
十
一
年
、

酪
農
生
産
基
盤
の
整
備
拡
充

・
社
会
的
地
位
の
向
上
に
尽

昭
和
四
十
七
年
か
ら
組
合
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’ ●農協及び関連団体での経歴

昭和41年６月一昭和47年５月中標津町農業協同組合

昭和47年５月～平成５年５月中標淳町農業協同組合

昭和47年７月～昭和49年６月根室生産農業協同糎合連合会
昭和49年６月～昭和53年６月根室生産農業協同組合連合会

昭和53年６月一平成５年５月根室生産農業協同組合連合会

昭和49年６月～昭和50年５月北海道共済農業協同組合連合会
昭和62年６月-平成５年５月北海道厚生農業協同組合連合会

昭和53年５月一平成５年５月根室地方乳質改善協議会

昭和53年３月～平成５年４月北海道馬事協会
昭和53年５月～昭和59年５月北海道乳牛検定協会

昭和59年５月～平成５年５月北海道乳牛検定協会

昭和54年１月一平成５年５月北海道家畜改良事業団
昭和56年12月～平成５年５月北海道義用馬振興対策協議会
昭和60年５月～平成２年６月北海道肉用牛協会
平成２年５月～平成５年５月北海道肉用家畜協会
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時和60年１Ｅ

昭和61年１月

昭和62年３月

平成３年３月

Ｉ 

丁
噸
鈎
咄

蒋
降
児
巍
光
潅
嫉

中標津町自治貢献賞

中標津町産業貢献賞

北海道農業協同組合功労者表彰

北海道産業貢献賞
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根
室
管
内
酪
農
民
代
表
者
集
会

乳
価
己
年
連
続
引
き
下
げ
で
決
ま
る

呈
求
実
現
を

平
成
Ⅵ
年
度
畜
産
物
価
格
、
関
連
対
策

三
月
八
日
、
平
成
十
年
度
の
保
証
乳
価
、
酪
農
畜
産
政
策
の
要
求
実
現
に
向
け
、

根
室
地
区
酪
農
対
策
協
議
会
と
根
室
の
酪
農
を
守
る
会
主
催
に
よ
る
根
室
管
内

酪
農
民
代
表
者
集
会
が
、
ト
ー
ョ
Ｉ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
管
内
約
一
一
一
百
五
十
人

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

根
室
地
区
酪
農
対
策
協
議
会
の
丹
羽
忠
文

会
長
は
、
「
新
農
塞
法
の
制
定
を
前
に
、
今

政
府
は
平
成
十
年
度
の
加
工
原
料
乳
保

証
価
格
や
関
連
対
策
を
三
月
二
十
七
側
に

決
定
し
ま
し
た
。

i)&てれ会とらを対の辺せ組ゆｉｌ邑
怠要|略のそ他れ説策情喜統恵めとの
表求農’１１の機オＬｎｊｌで勢七いＡＩＡるり運

'１'が家巾後感ばし対で；'て結よ總
鰯辮根獺乍孵灘協蝉
蒐鯰懸iiiW毯鱗灘
試ザズriIfk；rliI繩艦剥ビ朧
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のに

‐鰍iii
，1,1,のの
唯１２決
乳飛定
’１＝せに
巌に対
特なし
別つ、
対て政
策い府
はるは
、。鱒実
Ⅱヒニ衝
界｜'］的

一
致
団
結

貿
易
機
関
協
定
上
の
削
減
対
象
補
助
金
で

あ
る
と
の
埋
川
で
見
直
し
の
意
向
を
示
し

た
が
、
与
党
の
強
い
反
発
で
継
続
さ
れ
る

》
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がリリ銭進、ね定た
、減ま引め酪らの｡
生少しきら農い透
ク分た１ぜれ家か明
りはがげ、のら性
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ム億こし終取り１１ブリ
対人オＬ｝１１りりき外
策千に=仁の｢価
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(4)（３）（２）（１）= 
低②①扱②①労②①億農、②①、
．実酪営の|略い域肉淡ル酪飼鋤け新換永大|]］家経飼い畜備ふ畜

蝋鱗鰡灘=騨溌

Ihj鶏;縦Ｉ瀧
Ｕの絆へ一成地のへ、受ｉｌｆ縦ｚⅨつ鑿

賢
が
十
九
億
七
千
万
円
増
額
し
て
且
十
七

億
円
と
な
る
こ
と
か
ら
、
実
質
手
取
り
は

拡
充
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
昨
年
か
ら
導
入
さ
れ
た

総
合
乳
価
が
鮮
川
に
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
後
の
示
さ
れ
る
閥
述
対
策

の
細
部
検
討
に
注
口
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

畜
産
関
連
対
策
の
概
要

今①
肉
川
牛
の
コ
ス
ト
引
き
Ｆ
げ
を
推
進

す
る
た
め
の
助
成

②
乳
肉
複
合
縫
営
を
推
進
す
る
た
め
の

奨
励

一
一
一
、
飼
料
対
策
（
約
二
十
二
億
円
）

①
効
率
的
を
自
家
配
合
飼
料
の
給
与
技

術
の
普
及
、
粗
飼
料
塞
轤
を
拡
充
す

る
た
め
の
絲
費
助
成

②
配
合
飼
料
Ⅲ
格
安
定
制
度
の
適
切
な

運
用

四
、
家
畜
衛
生
畜
産
物
安
全
対
策
（
約
二

十
八
億
円
）

ヨ
ー
ネ
病
の
広
範
な
検
査
と
淘
汰
、
畜

舎
環
境
の
変
化

五
、
畜
産
物
の
加
二
流
通
、
消
費
拡
大

対
策

Ⅲ
食
肉
の
消
議
拡
大
対
策
（
約
二
十
三
億
Ⅲ
）

阿
藤
小
肉
の
消
街
拡
人

②
牛
乳
乳
製
品
Ⅲ
費
拡
人
対
策
（
約
Ⅲ
１

－
億
Ⅲ
）

①
牛
乳
乳
製
陥
の
洲
費
拡
大
を
図
る
た

め
、
幼
稚
園
等
で
の
牛
乳
の
集
団
飲

川
の
促
進

②
堆
乳
利
川
の
促
進
の
た
め
は
っ
酵

乳
や
飲
川
乳
の
表
示
及
び
知
蔽
、
情

級
の
普
及

③
牛
乳
飲
川
習
慣
の
定
着
の
た
め
学
校

給
食
奨
励

③
食
肉
処
邸
施
設
呼
細
繁
備
対
策
（
約
八

十
二
億
Ⅲ
）

食
肉
処
皿
施
設
の
整
備
推
進
に
対
す
る

助
成

剛
乳
業
廓
編
整
備
対
策
（
約
し
Ｉ
二
億
Ⅲ
）

乳
業
の
集
約
化
に
よ
る
効
率
的
な
乳
業

施
設
の
整
備
推
進

六
、
畜
産
経
営
安
定
の
た
め
の
対
策

川
酪
農
経
営
の
総
合
的
な
所
得
の
確
保
（
約

（２） 

億脚③②①白
|]］）Ⅱ的乳ｆ【Uの指ナチ拡国IJLl
-牛にH1に推定チ｜大産＋
経惟牛対進生ユズの架し
営進のす及乳ラ原たク憶

蝿iii鵜舵'１ｕ

:露鱸:騨ｉｉ
棚鰄'Ⅶ
}策計的終助トli］需
Ｌｘｌ劇処備成産要

平成10年度ｶﾛｴ原料乳保証価格等総括表

９年１１１ ｌＯｆｌ是晦xiIMifij蟹iii鍼

鍾澄

係，i［Ｉｌｌｉ儲 7427lll／k９ 73.861叩ｋ９（▲n.41111ｋｇＩ

唆準」I（’｣｜Ｉｌｉｌｉ緒 63Jl1lI１．k２ 63.02111／k９（▲Ⅱ､381叩！[g】

限唆徽附 241]ﾉｊトン 21()ノノト＞（ｌｊ１ｉｆｒｌ｢i]］

（３） 

②①|リ養拡格棋|刈
るの優の地一豚人低拡（V
ＤＪ，１．５良連戦経に糟ノ＜１１１
成位極常肉′営対時肴祁
､｢)l駅）|水のすににに
準の牛安るお対つ
化導産定助けすい
、人安刈成るるて
極、定策繁助、
豚ｆ１Ｉ基一航成繁
改養金約雌及姉
艮符造上’１．び雌
に班成十の丁牛
対技’1『二維’卜の
す術業億特ll11iil3,1

96511ル1《２ベ夕ベ夕 955111ｋｇ（▲lOlILI[g】

llllllH粉ギ’llllllH粉ギ’ '3,0901]］'25kｇ 13.09(]!Ⅱ251麺（liifl二lIil1

安筵桁標価格

{を脂111糠れん乳{を脂111糠れん乳 8.21111ｊ24.51(日 S12lIII１．２｣1,51《９（liiifl：！(]）

lljljl肋IIWiliれん判 7,3331｣125.5kｇ 7.3331【125.5k｣日（liii年’'7]］

５ 

９イ'詮｜エ 1<）〈l昌度鮒IMifi:I蟹iii減

W：，i［Ｉｌ１ｉ勝 742711:／k９ 3.86::;／kｇ〈▲041;リノkg）

鎧唯］』（ＩｊＩＩｌｌｌｉ勝 63J01リ／k９ 63.02:;／1《ｇ《▲0.381:i／]（９）

限ｌ斐数１，１ 24()ﾉｊトン 24()ﾉノトン（jiifl二１｢１１）

安定指標価格

バク

１１１１鵜粉乳

《を１１識;;糖れん乳

lljL))肋１１鱗れん乳

96Iji目j／k９

lti49()rj／251《９

8,2LLIⅡ／24.51(９ 

7,333111／2:i,ljl《8

95511ルノk９（▲１０〃'】(9)

13,0901リノ25i《ｇ〈ｌｉｉｆｌＬ１ｉｊ）

8,2ｺ''1／2IKjl《９（ｌｉｉｉｆｌｆｉ｢1]）

7,3331【!／25.ijkg（lii小平1｢i』）
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がば発時か敏家

盤鰯
デー櫟・兇：､誹旦

きと率ｉｉＬむとｿ）せへ
か,ｉＪｉん、き、坊てり
なす達▽１１１ち、いむ
いおとﾝ減よ将るこ
の’'１ケハでつルの途
はざンクＬびくはし
将ん力ぶた’ノん、て
bでし’）がは､漸増
<すて寡、ず繍々

ん
な
の
だ
そ
う
で
、
顔
を
キ
ズ
だ
ら
け
に

き
れ
て
し
ま
う
の
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
述
だ

と
か
。
ま
た
以
前
仁
．
お
姉
ち
ゃ
ん
の
叩

紗
ち
ゃ
ん
の
お
几
を
か
じ
っ
て
泣
か
せ
ち

ゃ
っ
た
と
い
う
一
‐
一
ヒ
ソ
ー
ド
に
人
爆
笑
で

し
た
が
、
小
さ
な
カ
ワ
ィ
イ
顔
か
ら
は
想

像
で
き
な
い
、
き
か
ん
幼
ぶ
り
に
お
ど
ろ

き
で
す
。

今
は
、
お
父
さ
ん
が
化
蛎
小
に
の
せ
て

く
れ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ｋ
好
き
で
、
家
の

Ｌ・IJCD

wHi;l高橋敏行､矢末子ざんごﾌﾐＪｇ三ｿｊ将乃〈ん(2歳６力｣I）

一区亀

小きいけど、
とってもきかん坊なのだ｡'

中
で
は
、
ユ
ン
ボ
の
オ
モ
チ
ャ
で
、
枕
た

く
物
や
、
ご
は
ん
な
ど
汗
」
＋
く
っ
て
し
ま

う
と
い
う
い
た
ず
ら
を
し
ち
ゃ
い
ま
す
。

十
も
‐
八
好
き
で
、
↑
作
へ
汀
（
て
は
ソ

リ
に
サ
イ
レ
ー
ジ
を
つ
ん
て
、
愛
川
の
オ

モ
チ
ャ
の
ス
コ
ソ
フ
で
エ
サ
も
あ
げ
ち
ゃ

う
と
い
う
お
り
こ
う
さ
ん
ｃ

そ
ん
な
椚
発
な
眼
‐
Ⅲ
、
や
っ
ぱ
り
水
っ

卜
。
お
父
さ
ん
や
お
肌
さ
ん
に
Ⅱ
え
て
、

「
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
攻
嶬
」
を
し
ち
ゃ
う
と

い
う
カ
ワ
ィ
ィ
将
乃
．
、
ん
に
、
お
父
さ
ん

を
姑
め
、
家
族
み
ん
な
メ
ロ
メ
ロ
な
の
で
す
。

以
前
は
、
す
ぐ
カ
ゼ
か
｝
ひ
い
た
り
し
て

心
配
な
所
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
雌
近

は
す
っ
か
り
丈
犬
に
な
っ
た
と
い
う
将
町

ノ
、
ん
。
「
や
っ
ぱ
り
健
康
で
Ｌ
菰
に
、
そ
し

て
や
茜
下
し
い
γ
に
育
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い

な
」
と
紺
す
お
Ｍ
さ
ん
も
、
征
Ⅱ
の
成
典

を
や
さ
し
く
几
守
っ
て
い
ま
す
。

作
に
な
り
、
家
族
み
ん
な
が
忙
し
い
季

節
を
迎
え
ま
す
が
、
お
外
が
大
好
き
な
将

乃
く
ん
は
、
畑
で
お
手
伝
い
す
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
っ

ぱ
い
わ
ん
ば
く
し
て
、
ス
ク
ス
ク
疋
気
に

行
っ
て
ｒ
さ
い
ね
ノ
。

ぬいぐるみも÷好き竃のだ

藤
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』霊冨璽４k面=旨

乳房炎｢基本的な理解を深め､意識的な対応を」
北根室地区農業改良普及センター

にはｉｊ搾′[二はＬＬｉミで染まつに二冊..。－け量な
iliIl農勤乳環作、をに低き｜'|：１%（’）て対さ’人Ｉ乳特、作精淘梢ｉｌｉ乳へ'1｛、葵、損乳
気場の｜吻境Ｌｉ２介搾染ま乳［ｋｌま、すれに房徴乳業イlli汰療（lIi成十礒乳人乳失房
のの「|［よ｜'［てにし乳病す」が｜%ｉす慾るま侵炎房的的、代の分ル乳房な質を炎
多あでＩ）乳い孔て’'１\Ｌ･炎の。染牛す人は炎損苫吏の減のテ爺炎撹切与は
いら感搾り｝まHIH伝に腸と稲がの・す、の失痛新］&１少変イのにリと低え略
'卜ID染乳炎すⅡ染''二炎、ツiｎ成防こる乳感と炎化に減よを｜くて農
舎るしか｜尉・近しか｜鼎ｉ環に了ｔ術のこ頭染し＿よ少るりない家
の場まらはやまらは境よす機時と１１、て低る損えどるに
j山〃「す搾仏ｉ1Ｍす'|語感’|'|：つる能、仁か原の１<｝1１矢までリ,ｊｉと
路に．､乳染つ゜へ染乳てかと原よら因傾一災す′'三気つ
やとｋそのノ」ぼそ手ノ」房￥ＬどのＩ火１つ原菌失に.産でて
'Ⅲ１Jの’１１］はいのやが炎房う関崎て岡のよ効あ最
床し原の弱１塁原搾強に炎か係のり１１薊種る率Ｉ）も
、、｜ﾉ&’１」〈Ｉ,i〈lkl乳〈分をがに催きが類乳をリ（
ぬ特’約常、に１%ｉ器、蹴伝決よ入起乳と代「￥Ｉき

へ，

四
、
乳
房
炎
防
除
対
策

・
捲
乳
後
の
テ
ィ
ソ
ピ
ン
グ
（
ミ
ル
ヵ
ー
離

脱
仇
後
す
み
や
か
に
師
う
。
乳
蚊
の
一

分
の
二
ｎ
し
農
潰
し
、
薬
液
が
乾
く
ま

で
牛
を
Ⅲ
た
せ
て
お
く
。
新
規
感
染
率

三康数しの織三源か

jlii1隅１Ｍ繩讓[鰍
ﾄ・霊は少剛球害炎房つだ
の管良なさかを｜Ｈ１炎てハ
割Ｉノリいけれ遊受間のいドヘのとれま上げ繭感まツ今
＆乎言げすしるの染すク
'灘''ii識,:こ）些藤。f
の際鯏＄Ｍ'瀬llili
鰄辮i洲鐵㈱の

すＩaの綱Ⅱ包沢腺増
・数ｉＸＥｌＩｌ勉と’１１組殖

図-1北根室管内体細胞度数(30万以下の割合)の推移平成9年度
10［ 
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４月５月６Ｆ ７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月

ｌ[ijijiir′|￥し雄fiiMI会114〒』}1腱Ijli

標こるテでい水川化五・

参とこキき化辮しし雪、抗適|鴨感牛’卜過搾搾乳しｉｉｉｊを
勝がヒスるの付ま′卜解泥力切離染床舎搾乳\Ｌ頭て搾Ｊ１
希で仁タエ杵近すがけれを巻、牛、、乳Ｉ'１機の異’）ｈ

歎溌:難鰔ijll
樵(lil1lii鯛'ｉｉｌ\'ii雛''：‐…頭宅ツ弓

挫Iiiiｿﾞ掴ii鱒艫蝋治-満､jを
、クで、止一う゜

折るす才,Ⅱねi1liIiiiiﾐ驚ｉＲ癖れ￣利、たトド’

図－２

資材の設置方法の模式図
訣ピン

Ｐ 

鴎ア



')｜に合なしが会げ現で乳かの米乳弊よ芽一二でがい
きな￥Ｌ乳乳た＝に－ので緩し（llliかあま（Ｉ１Ｉｉを例’）をＨ卓弥たよ弥二
下りＩｌＩｉｌｌｌｍｌｍ゜）］始月言十散た決わる十沢ふイドまふの水生くいはⅡ
げまか引と透=ま+葉がる。定ら千・定きのすき｜|’がはさよいは
をＬ酪きな明｜‐’）ｌＬ１に、はにずＪｆｂしの、火。Ｌ上野いい人、やⅡ｜

蓮騨Ｉ鱗ii1繊欝縣燕
崎……泗諭で蒜*噸鮒繊離艘蕪づⅡとるで。が時請とすは合
け、とあら、１ｔ連のへ乳格ｌ'笑〈化膿るふう

…鯛！ｉ澱悪iii燕票
の’1Ⅱいれ

_Ｚ銭法総明ま果談

乳
価
決
定
に
お
も
う

■Ｐｂ 

今

削看Ｆ１つ１，．わ策絲黄持と木瀧るなそ政守疋農格はす程ごを選策銭
産立｜｜い’ﾉＬ１げらとの色午ちを転什もりの治る払小の乳゜を政ざ受｝'１「仁の

懸蟻灘1嚇鍵騨騨１１

蝉LT蝋蝋麹;Ii灘BUiii、農しク
ギ打成’１幽戚Ｌ庵舩ｲ:I萠魁T（てを不〃,i,,i本鑿過う舗道対

》）

ｍｌｌｌＬｌｂをん’）らの議々たいあか
んｉｉ：研遮で、現れ立と三め法’）、
で立究びし残行た案、Ｃのび）まそ
まのし、た念ＩｌｌｌｉｌＬｆをノｌｚＣ乳あすの
いた、上「・で格ｉ１ｌｊ含ｊ鼈一価リ方
りめ三を今あをにめ肴ｆｒ、方Ｗ法
ま全Ｉか後り守比てポ１１を本、Ｔ、
十進_たと、れべ、織め体liWfO手
。|i１片ｌⅡざむもｌｲ」ずてⅨのぎ（Ili農｢段
対紀け、し、＃〈すめし格経仁に
をに、'１.わり’’１１ベざてと満おノ〔
’'’’１１外溌け・きあきす、関がげき
心応匹｜」9ＪあFII事べ允辿成るな
としの勝りげま柄き分All）不達
しい』IFにまにすは政を策ｒｌ：〉しい
て｜Mi％例足せを.｜眼策論禅つ払が

８ 



み
な
ざ
ん
の
要
望
を
と
り
い
れ
た

今
後
の
農
協
運
営
を
目
指
し
て

べ様,『｜業牧況定協
きにｌｌｌｉ計舎、数Ｅｌ師当
とは仁DIil運’1リ、業，，
、査閏、常ｊＡ概説
大科しそのＡコルｆ［ﾘ，
いをての今谷，、し
に添は他後，ルプ,T7，た
ＩｘＩ’’１で、に新ク議
椥し頭し，「関１，iイミ題
し介説た成す舗力は
てりｌ１ｊＩが｜￣る錘ン
お易と、年検設状，
りくな将度，利の況一弓
ま税’）に農絲進、月
すⅡ)｝、事協過捗役＊
・す皆業鑛、状典農

農
業
所
得
税
申
告
の
準
備
と
重
な
り
出
席
者
は
少
な
め
で
し
た
が
、
三
月
一
一
一

日
～
五
日
の
日
程
で
地
区
別
懇
談
会
を
実
施
し
、
皆
様
の
意
見
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

鑿ik-＝＝ 

にま農含てノIifと磯
比し帯めい補比絨購
べた簾乳までぺ、買
乞･物代すは‐燃事
憶令でで『、億料業
：融上－版－２＝ので
而事下)億発ＴＴ供は
ﾉｊ業八lILl雫）ＬｌＪｑ絵、
１１１で．,？「千業「「ＩｉＴ，ｒｌｊ肥
とは万六でノｊ〃が料
近、’'’百は’'１１１１減、
年貯の刀、のの少農
に金城ＦＩ１Ｍｉ鞘城し薬
ながとの締と、、、
ぃｉｉｉな」Ｗ１ｒな』'三｜]ｉ農
11’年ｌ）、もつｉｆｌｉｉｌ二業

綴
l 

p8 

L｣ 瀞
一

可、ｂ」

へ矛
＃ 

地区別懇談会

▽ 

て
い
ま
す
。

役
旦
定
激
に
つ
い
て
、
一
Ⅱ
開
催
の
役

、
定
数
審
瀧
会
に
て
叩
辨
定
数
几
人
臘

事
定
数
．
．
』
人
の
鱒
巾
か
な
さ
れ
、
卵
慕
会

欣
認
も
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
へ
１
年
の
総
会

耐なすリベク農ぴ
し〈が、賛ミ脇を
Iこ、、全越力へ示
よ特農作残ンのし
るに業収の状佶て
も農所支減況頼お

鰯鮮どし:ﾎﾟﾘｹﾞ
大人でき煩い拠企
き７）はくりてと剛（
ぃ1111ｋ好残は忠機
内ぴき輯の、わ關
容となし１脚ii1iオＬと
と貯変て力'lfl二まし
なｌ芒化いに仁すて
つ収はまよ’ヒニの

畳



てん菜育苗プラント
稼働開始.'

いをウ作でいタト｝菜
るげス午ら手機ブ’六今ｌｌＬｌ肯Ｍｌｌ
Ｌ}『つのどれ際械テルITflLlll'''’作
でて’'１ろて」ＡＬ臂ンをでのかプの

Ｉ猟瀝！
謬浜回

術
を
小
心
に
除
喰
処
叩
、
変

会
弁
」
終
え
ま
し
た
。

実
り
多
き
引
狄
を
願
『
て
講
習

定
生
産
を
Ⅱ
指
し
た
上
つ
く

脅
会
で
あ
り
、
育
測
管
川
技

た
病

参
加
に
よ
り
開
朧
さ
れ
ま
し

Ｈ
Ｌ
Ｈ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ

り
力
辱
ど
錨
拙

ザ
非
宴
に
て
、
約
三
１
人
の

に
よ
る
栽
培
講
習
会
が
、
二

て
ん
菜
栽
培

講
習
会
開
催
さ
れ
る

育
澗
を
間
近
に
迎
え
た
識

て
ん
菜
生
産
振
興
金
主
鵬

心
に
懇
談
さ
れ
、

尋r,i）

次のとおり開陽台牧場の入牧を予定しておりますのてく

入牧を希望される農家は中標津町役場農林課畜産係、また

は町営牧場までご連絡願います

・入牧受入れ牧場中標津町開陽台牧場

.取りまとめ期日平成10年４月１７日燭まで

詳しい案内については、中標津町役場農林課畜産係、ま

たは町営牧場までご連絡願います。

農林課畜産係電話3-3111．FAx3-5333

開陽台牧場電話4-2268・ＦＡｘ４－２２６８

・f－Ｆ

４ｐ 



沓講習会や、
収穫祭など
一年を通じて

乳牛
UＢＭｌｌｕ 

多彩な活動を計画

第９回Ｊｒホルスタインクラブ、定期総会

《
斡

新
会
員
フ
人
が
仲
間
に
な
り
ま
し
だ

総
会
に
先
立
ち
、
今
年
度
に
て
卒
業
す

る
Ｉ
六
人
の
う
ち
八
人
に
卒
業
記
念
か
、

ま
た
、
新
年
度
か
ら
新
し
く
シ
「
｜
ニ
ア
全

蔵
（
の
仲
川
入
り
を
す
る
上
人
に
、
新
人
会

員
認
定
証
の
授
子
式
が
打
な
わ
れ
、
新
し

い
仲
間
レ
’
共
に
出
席
櫛
令
員
に
よ
る
誓
い

の
一
Ｍ
腱
か
刈
昭
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
遮
営
委
員
良
の
佐
々
木
昭
雄
氏

か
ら
、
ジ
ュ
’
一
ア
ク
ラ
ブ
の
禰
動
を
振
り

返
り
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の
後
、
ジ
ュ
ニ
ア

公
貝
は
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
。
父
母

ら
は
別
室
に
て
総
会
議
事
が
審
議
さ
れ
、

全
議
案
原
案
ど
お
り
砿
認
さ
れ
ま
し
た
。

〈
１
年
腱
の
主
な
活
動
は
、
審
査
講
習
会

川
Ｈ
１
几
ｕ
、
管
内
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
八

Ｈ
ｋ
ｍ
、
川
崎
市
児
童
交
流
受
け
入
れ
協

力
八
月
下
旬
、
奄
道
総
合
畜
産
共
進
会
へ

の
参
加
九
月
Ｉ
｜
｜
～
卜
三
Ⅱ
、
ジ
ュ
ー
ー
ア

秋
の
収
惟
祭
几
月
下
旬
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ク
ー
ル
十
二
Ｈ
、
な
ど
多
彩
な
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
内
需
は
、
１

年
度
の
活
動
計
両
の
確
認
、
酪
農
講
座
、

新
リ
ー
ダ
ー
の
改
選
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

第
九
回
、
中
標
津
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
定
期

総
会
及
び
第
十
一
一
一
回
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
、
三
月
一
一
十

七
日
、
農
協
大
会
議
室
で
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
二
十
一
一
一
人
、
父
母
十

一
人
及
び
関
係
機
関
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま次度たグら
H1］連しの役な・がはそ
運広潰たｉｉｎ員お行親し
営瀬姿リに、な’鵬て
姿清貧決つ、Ｆわボ、
貝寿長定い戒れ｜午
長数て几まり後

しはゴドしンか

地サ平委驍
金船区広ブ奥成
子,繍’ノ瀬’）仕｜｜‐
芙幡１絃｜悠年
有人ダ拾グ平度ｎＺｌＴ
紀、’｜’)
筒

＋聯辮騨ナト
豐

彦幸一畠安裕信
一美ｉ~［－「妙一

藤
ブト
彩
芙

禧霧罰

ジュニア

新入会員募集中’

加入希望者は､ＪＡ中標津事務局

（家畜改良課・杉本）

までご連絡ください。

１１ 



￣￣ 

第45回

女性部遣常総会

辞｜統恵今で世
Ⅱ'１がルいｌｍＬ後い入ま
lli'；述峠てかのか介ず

醐雛１
人しｊｌニポll1UIを葦てか

で蜥'娘if艀は'i

iL1瀞iiL

「今年もみんなで薦張りましょう＿
碧参､． 役

員
に
対
す
る

理
解
と
協
力
を
求
め
る

第45回、女性部通常総会が３月１８日

㈹、農協大会議室において、開催され

ました。

快方めでＬのもけにさ度れん
定｜h］てあ参を意うでiifljそれ事、、
いてぢる力Ⅱ求１，凸少あ長のま業』|込俣
た進え役部めかし’ノー他しｉｉｌ成落
しめ［lli：ｊｉ員るら報、仁議たｉｌＩｉｉｌＬ・

藪託Lli繭認'1'儒淵。峯鮒
たこ今すであィIlミヒやて’'１￣事さ
＿Ｐう後る、がのげ負（よでな業ん

蝋世騨灘
は子げを表兄Ｌと置へ永’Ⅱ'１
、でる改粁頑と、づ将認年さ

’ 

開会挨拶の橲田部長

今
後
の
支
部
便
会
議
な
ど
で
識
し
什
い
、

故
降
し
て
い
く
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
会
終
了
後
、
保
雌
セ
ン
タ
ー
の
柏
川

さ
ん
を
招
き
、
「
老
人
介
謹
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
淡
会
を
開
雌
。
ビ
デ
オ
な
ど

を
几
な
が
ら
約
一
時
間
。
参
加
の
涛
さ
ん

は
、
真
剣
な
表
情
で
話
し
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。

平
成
十
年
庇
女
性
部
役
員

部
長
横
川
純
子
（
高
嶺
）

副
部
長
佐
々
木
葵
忠
子
（
禰
俵
橋
）

〃
安
江
昌
子
（
新
牛
）

会
計
武
川
静
子
（
西
共
栄
）

鑑
事
安
川
じ
ゅ
ん
子
（
当
幌
｝

〃
Ⅱ
下
恵
英
子
（
爾
俵
橘
）

1２ 



暮
ら
し
の
一
一

知 生活を見つめて
みよう.'

●「 ﾛ 

北根室地区農業改良普及センター

１
４
戸

シと多○な｛いの⑨うげら｜‐⑧般⑦鹸歳の⑥の⑤し④午③す②を①対た

禅I:j､：騨釦l｢?鮒§・ボ'ii麓T:：i繩“令；商ziIW週鈎自獺jit膣。譲
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実
感
し
て
い
る
人
は
…
．
・
坪
虹
実
騨

し
て
い
な
い
人
は
六
六
・
．
》
訂
し
｜
な
っ
て

い
ま
す
《
厳
し
い
様
ｉ
が
う
か
か
え
ま
す
“

ま
た
、
年
代
別
に
み
た
貯
蓄
の
Ｈ
的
を
凡

て
み
ま
す
と
、
年
代
の
碓
移
に
よ
「
て
躯

祝
す
る
項
Ⅱ
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

ま
た
、
心
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
は
、
笈

感
す
る
た
め
に
大
切
な
も
の
と
し
て
、
「
健

康
」
「
経
済
的
豊
か
さ
」
「
家
族
と
の
き

ず
な
」
「
将
来
の
化
析
へ
の
褒
心
感
」
が

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
の
磯
か
さ
を
実

感
し
て
い
な
い
人
に
関
し
て
み
る
と
、
経

年代別にみた貯蓄の目ｉＭ
《:JjnlILⅡ11戸丘UIL1劃1,,1鴇

(馬】Ｉj1代ｌ動.Ｉｌ２ｉＷや句UDI
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え人（まと家のの標とりのをな「lりつ計’）経る済
て』|ミトイなが族かかを’ノが他砦こにこてをの済割「|<」
みを噸い、のが、侍に考、えとゆの〈符ＩＩＪ状介覺
るどのかゆＪ''１はまつつえ時たでとよる」ＨＨでルヒがか
び）う質とと解ったていら’}Ⅱとすりうとす’1作’ぜ,蔚さ
６''２１１１１忠Ｉ）のきば、てれ的さ･をに出るｊＵ］、くな
よきでいに’二りどどもまゆ、まも計い事を家など
いて感まつでとのの、すとこたつ''１１まが兄族つ経
かいじすな達しよよ分。’）の、こ的す今極のて済
もくた・が成てううがし、経ゆとに.後めⅨい的
しのよつさおななどか精済とは符よ、提まＺｌき
れかうてれり経''二のＬ神的りと理｜）計のすトｌｌ
ま、にいて、常ｉｉｌ；よ、的なあてし人Ｈｉｉｉ移・を
せ‐｜，｛くいそををうどなゆるも、ＬＵ「|りり厳「旧
人度分のくれ十すなのゆと′に肛縫に仁変し祝
・砦のでこがるる｜｜ゆとりｉｉＩｉ要済を家わいす

経済的豊かさの実感
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平
成
加
年
４
月
１
曰
発
令
醐
篭
燗
頂
總
繍
駝
薄
．

順
/lＩ 

.Z2． 

＝ﾐ 
尾崎啓
管理雷宣課電算係

泉綾
管理電算課電算係

久保田裕一
経営相談課相談係

鞠1lb鐘蓬

噸

Ｉ 

瀞：晶
儲に-$

頭□

、

Lロ

夕

l鰯
＋０ 

弓

ﾐﾆ厳･盃

青木渉
畜産販売課肉牛消流係

真野輝一郎
経1首企画課芸露薯備係

志賀智浩
畜産販売課肉牛センター係
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願
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満
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ｉＪｌ W頁．

渡辺圭一
営農資材課給；由所係

野田礼子
家畜改良課家畜改良係

大沢未央
営農資材課給油所係

▽ 
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貝の紹介
（准職員）

新職

！ 

！ 
渋谷郁江
生活店舗課店舗係

中ゆう子戸、
酪農課乳製品エ場係

松下彩子
生活店舗課店舗係

塁
鷺Ⅷ零 ｜マン

・
ｒ

RWb-屋、

麿一

ii,iLiii －÷=二句

／ Ｌ 

ノ
咄

」

伊藤強
生活店舗課店舗係

エ藤麻奈未
生活店舗課店舗係

杉原由香
生活店舗謀店舗係

jIILiililliilll,ii。 △ 

退
職

絲
営
企
阿
排
替
術
役

岡
豊
実
〈
’
一
一
Ⅱ
米
）

畜
産
販
売
課
乳
牛
消
流
係
長

渡
辺
幸
男
二
一
月
末
）

管
理
電
算
課
題
算
係

麻
郷
地
一
則
三
川
＊
）

家
畜
改
良
課
家
畜
改
良
係
准
職
此

酒
井
香
奈
美
（
一
・
月
木
）

陰

;トー翌
Ｉ 

ンン U 

Ｈ１ Ｆｉ 

⑥ P 

谷向美鈴
生活店舗課店舗係

筒井裕美

生活店舗課店舗係
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共宝:衡騨展篦
食料・農業・農村地域に関する

'快適で住みやすく、

ひらかれた地域社会へ

農
村
地
域
は
洪
水
防
止
の
機
能
や
自
然

環
境
の
保
全
な
ど
、
多
面
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
農
業
者
芯

ど
の
地
域
の
担
い
手
が
住
み
続
け
、
水
田

や
畑
を
守
り
、
次
の
世
代
に
受
け
継
い
で

き
た
と
い
う
、
’
ひ
と
一
の
長
い
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
人
□
は
都
市
に

集
中
し
、
農
村
地
域
の
人
ｕ
は
減
少
し
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
現
在
全
国
に
十
四

万
集
落
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
二
十
年
間
で

約
一
一
一
千
集
落
が
消
え
て
い
）
ざ
す
。
こ
の
ま

ま
で
ば
、
農
業
ば
か
り
か
農
村
地
域
が
果

た
し
て
い
る
多
面
的
な
役
割
の
維
持
も
困

難
に
な
、
ま
す
。
こ
の
た
め
、
「
ひ
と
一

が
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
Ｕ

。
Ｊ
，
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
続
々
と
農
村
地
域

に
入
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な
「
定
住
条
件

の
整
備
一
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

居
住
の
安
定
性
を
確
保
す
る
た
め
に

＝亀
巳 生

活
環
境
の

整
備
で
定
住
を

(都市と農村の交流が大切〕

Ｕ
・
Ｊ
’
１
タ
ー
ソ
で
の
就
農
や
農
村

へ
の
移
住
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
国
土

庁
の
調
査
で
は
一
都
市
的
な
考
え
方
や
生

活
ス
タ
イ
ル
が
も
た
ら
さ
れ
従
来
の
農
村

独
特
の
思
考
様
式
や
生
活
習
慣
を
見
直
す

刺
激
と
な
っ
た
」
「
共
同
作
業
、
運
動
会
、

祭
等
の
集
落
活
動
・
地
域
活
動
の
活
発
化

に
効
果
が
あ
っ
た
」
な
ど
、
移
住
者
を
受

け
入
れ
た
農
村
の
評
価
は
高
く
な
っ
て
い

活
雑
排
水
が
そ
の
言
ま
水
田
や
川
に
流
さ

れ
る
と
、
環
境
へ
の
悪
影
響
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
ま
た
、
道
路
の
整
備
は
、
都
市

に
比
べ
十
年
遅
れ
て
い
る
、
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
医
療
，
福
祉
、
文
化
施
設
、
雇

用
の
場
な
ど
の
立
ち
遅
れ
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
生
活
環
境
の
整
備
の
充
実
を

図
る
事
で
、
都
市
以
上
の
自
然
と
調
和
し

た
快
適
な
生
活
の
場
Ⅱ
定
住
が
実
現
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

は
、
①
住
宅
及
び
生
活
関
連
施
設

の
整
備
、
②
教
育
、
文
化
、
医
療

水
準
の
確
保
、
③
雇
用
の
場
の
確

保
が
基
礎
的
な
条
件
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
農
村
地
域
の

生
活
環
境
の
整
備
は
改
善
さ
れ
て

き
て
い
る
も
の
の
、
都
市
に
比
べ

遅
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
特

に
、
生
活
雑
排
水
な
ど
の
汚
水
処

理
の
整
備
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
生

都
市
か
ら
の
移
住
で

農
村
に
活
力
を

塁置、
１ 

都市と農村の

生活環境施設の
整備状況道躍改良率

一
ｍ
一
ｍ

郁
郁
村

大
中
町

業
資
源
を
活
用
し
た
都
市
と
の
交
流
を
盛

ん
し
て
い
か
な
か
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
生
き
生
き
と
し
て
ひ
ら
か

れ
た
農
村
地
域
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
方
自

治
体
の
広
域
化
や
権
限
，
財
源
の
充
藝
実
・

強
化
な
ど
に
つ
い
て
配
慮
さ
れ
た
地
方
分

権
の
推
進
が
前
提
と
し
て
必
要
で
す
。

ま
す
。
こ
の
た
め
、
所
得
確
保
の
政
策
な

ど
、
移
住
希
望
者
が
農
村
に
定
住
し
や
す

く
な
る
よ
う
な
支
援
を
充
実
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
農
村
に
短
期
間

滞
在
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
、
子
供
に

社
会
体
験
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
さ
せ

た
い
な
ど
、
農
業
や
農
村
と
の
か
か
わ
り

を
求
め
る
都
市
住
民
の
要
請
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
は
、
移
住
者

予
備
軍
と
い
え
ま
す
。

都
市
の
住
民
の
要
望
に
こ
た
え
て
い
く

た
め
に
も
、
農
村
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る

グ
リ
ー
ソ
ッ
ー
リ
ズ
ム
、
学
童
農
園
、
農

作
業
体
験
、
イ
ベ
ソ
ト
な
ど
、
農
業
，
農

｝尋か

路
麸
秀

一
祠
喫
琴
和
訓
【
Ⅱ

]9,1 

i,３ 
処理率

ごみ収集率

冒科芭治白｢公共施霞蕊鯛１ｌｘ況諏黙
{平癒Ｂ年３尾末現在）

三グ争う中の中都市とは.斗鵡Ｉ区､政令糧宝瓢市壱
隣＜人口lu万八以上の市を橿或
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◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
。
◆
◆
●

第
十
三
回
理
事
会
の
経
過

第
十
四
回
理
事
会
の
経
過

開
催
Ⅱ
時
平
成
十
年
一
一
汀
一
三
Ｉ
Ⅱ

開
牒
場
所
巾
標
淑
川
農
協
巾
会
議
室

〈
決
議
事
項
〉

．
、
平
成
九
年
度
収
支
決
算
兄
込
み
に
つ
い
て

…
職
Ⅱ
型
の
期
水
平
淵
に
つ
い
て

開
催
日
脚
平
成
十
年
二
Ⅱ
１
六
Ⅱ

開
催
場
所
巾
標
津
町
農
協
叩
会
議
室

〈
決
議
事
項
〉

．
、
共
同
企
業
体
指
名
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

．
、
地
区
別
懇
談
会
の
韮
を
意
見
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

：
「
児
玉
光
彦
氏
宇
郁
官
賞
」
受
賞
を
祝

う
会
の
開
雌
に
つ
い
て

…
職
員
の
送
職
と
平
成
１
年
度
新
採
川
職

員
の
内
定
に
つ
い
て

Ｓ目の組合曰誌

２日

３日

女'性部三役会

地区別懇談会（武佐、

第＝俣落、西竹）

地区別懇談会（開陽、

俣落、当幌）

地区別懇談会（中標津、

俵橋）

農協後継者講演会

新店舗建設委員会

新採用面接試験

新店舗建設委員会

新店舗建設委員会

第13回理事会

４日
一へ_へ｜‐’.十卜ノＬ八ヒノ（ｌｉｌリリニ

い、報1V］、協仁二つこい－つ、に、、分、償、、に、、

ji建齢職|i澱
’1１，fｌ等の約二選策に’盤税みｉ;|･Ｉ１ｌ
Ｉｌｒｉ[liiの登ワ）タ出協つの楢にｌ１ｌＩ仁
状案一格吏｜に識い奴子っ骨っ
況及部変新lliりつ全て得にぃ了い

§Ｂｉ＋ｉ搭号腔幣愈瞥てきて

５日

７日

１０日

１１日

１２日

１３日

１６日

肉牛センター棚卸監査

女性部通常総会

青年部臨時総会

第10回営農委員会

第１１回生産委員会

第７回管理購買委員会

新店舗現場説明会

酪農ヘルパー役員会

ジュニアホルスタインクラ

ブ定期総会

第14回理事会

棚卸監査・役員協議会

日
日
日
日
日
日
日
日
日

７
８
８
９
０
３
４
６
７
 

１
１
１
１
２
２
２
２
２
 

い
》
し

．
’
、
乳
牛
頭
数
調
奉
且
緒
川
氷
に
つ
い
て

町
、
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

洞
、
ヨ
ー
ネ
ー
病
検
在
に
つ
い
て

六
、
北
海
道
二
・
八
牛
乳
に
つ
い
て

第
五
十
一
回
中
標
津
町
農
業
協
同
組
合

通
常
総
会
が
平
成
十
年
四
月
三
十
日
㈱
、

中
標
津
町
「
寿
宴
」
を
会
場
に
午
前
九
時

か
ら
受
付
、
午
前
十
時
開
会
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一、各種杣山頒業｛綴る精算状況にっ

第
引
回

通
常
総
《
室
の
お
知
ら
せ

組
合
に
結
集
し
、

協
同
の
力
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う

30日

31日

。編集縫顛

雪解けも進み、やっと春らしい

季節となりました。

平成10年度のｶﾛｴ原料乳保証価

格は､２年連続の引き下げとなり、

酪農の春は厳しいスタートになり

ましたが、気落ちせず何事にも前

向き思考でありたいものです。

今月号より広報紙をＡ４サイズ

に変更しました。企画を一新し今

まで以上、内容の充実を図ってま

いりますので、組合員皆様のご協

力をお願い致します。

チーズトークｉｎねむる'９８
テーマ帆酪農のまちにチーズ文化を〃

議鱒製:iii蝋;,’鱗
Ｍ人

なり

も前

■ 

■講演｢楽しいチーズの話一チーズでHKるフランスの旅一，（13:OＣ ～１４:30） 

講師本間るみ子氏（1iii入チーズショ､ソブフエルミエ社長）

■道内及び海外て作られているチーズの展示＆試食
選び:|たかれたチーズを､見てJ吹わってみてください。

問合せ先☆根室支庁農業振興部農務課企画調整係01532-3-6131②2714
★農家チーズを作る会事務局代表･三友由美子O]537-3-3986
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牧舎牛乳200102.9001m（

牧舎牛乳は健康な牧草を食べて、健康に生

活する牛から搾った生乳を、新鮮なうちに工

場でその特性を損なわないよう処理しております。

低温長時間殺菌法〈62～65℃で30分間加熱

の殺菌方法）は､｢有用な乳酸菌､栄養､風味な

ど牛乳の特性を損なわず、有害な病原菌だけ

を死滅させること」と定義されています。

超高温滅菌法（120-140℃２秒間）で処理

された牛乳は、牛乳中に豊富に含まれる消化

吸収の良い可容性カルシウムが破壊され、蛋

白質もビタミンも高熱によって失われます。

牧舎牛乳は中標津町産の生乳で生産された

低温殺菌・ノンホモ牛乳です。
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